
  

名古屋 大都 市圏 の位 置づけ 、捉 え方 （図 ①、②）：多様 な地域 特性・地域資源の魅 力を磨き、

発信し、圏域内外で の交流を活性化して いくためには、圏域 の立地優位性を最大 限に活か

しつつ、愛知・名古屋はもとより、都市 圏として幅広く協力 ・連携していくこと が重要で

ある。 

圏域に おけ る文 化・ 観光資 源 （図③、④ 、⑤）：愛知・ 名古屋 をとりまく地域には 、史跡、自

然、文化施設、レジ ャー、温泉などの多 様な観光資源が分布 しており、広域的な「昇龍道」

プロジェクトが進め られている。また、 ものづくり産業の集 積を生かした産業観 光、「な

ごやめし」や「世界 コスプレサミット 」など地域の特色ある 文化やイベントの人 気が高ま

っている。  

外国人 のべ 宿泊 者数 （図⑥）：愛知 県の宿 泊者数を見ると外国 人ののべ宿泊者数は 多いが、多

くは出張・ビジネス 目的である。観光・レクリエーション目 的の宿泊者数は少な く、静岡

県、長野県や岐阜県 より少ない状況であ る。 

見本市 開催 件数 等 （図⑦）：この地 域で開 催される見本市・展 示会の開催件数は、 首都圏の約

1/25、関西圏の約 1/3 となっている。 また、ほとんどは名 古屋市で開催されて いる。 

 名古屋大都市圏の位置づけ（図①）   
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龍 の イ ラ ス ト は 、 中 部 運 輸 局 、 北 陸 信 越 運 輸 局 及 び 中 部 広 域 観 光 推 進 協 議 会 が 、 中 部 北 陸 9 県

の 自 治 体 、観 光 関 係 団 体 、観 光 事 業 者 等 と 協 働 し て 中 部 北 陸 圏 の 知 名 度 向 上 を 図 り 、主 に 中 華 圏

か ら イ ン バ ウ ン ド を 推 進 す る た め に 立 ち 上 げ た「 昇 龍 道 プ ロ ジ ェ ク ト 」の イ メ ー ジ を 表 し て い る 。

「 昇 龍 道 」 と は 、 中 部 北 陸 9 県 の エ リ ア を 総 称 す る 名 称 で あ る 。  

 名古屋大都市圏の捉え方（図②）  

圏域における主な文化資源（図③） 

名古屋フィルハーモニー
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金シャチ横丁（イメージ）

文化のみちエリアの主な歴史的建造物



 

 

 

「昇龍道」プロジェクトの地域における主な観光資源等の分布（図④）

「昇龍道」プロジェクトの地域における主な産業観光資源の分布（図⑤）  国内都市見本市開催件数及び主な施設（図⑦）   

※年度単位での開催 件数を表示  

（出典：見本市・展 示会データベース（ 日本貿易振興機構） 、日本コンベンショ ン都市ガイド）

 目的別外国人のべ宿泊者数【平成 2４年】（図⑥）

※ 1 延 べ 宿 泊 者 数 に は 宿 泊 目 的 割 合 不 詳 を 含 む た め 、 観 光 目 的 と ビ ジ ネ ス目 的 の 合 計 と は 一 致 し な い 。

※ 2 ｢主 に 観 光 目的 ｣と は 、 宿 泊 目 的 が 主 と し て 観 光 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 、｢主 に ビ ジ ネ ス 目 的｣と は 、 宿
泊 目 的 が 主 と し て 出 張 ・ ビ ジ ネ ス で あ る こ と を 意 味 す る 。  

主にビジネス目的
※ 2

主に観光目的
※ 2

 延べ宿泊者数
※ 1

出 典 ： 観 光 庁 「 宿 泊 旅 行 統 計 調査 報 告」（ 平 成 2５ 年 ６ 月 ）

（一時閉館中） 
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（魅力創造・発信）分野における取り組みの方向性について 

 
○ナゴヤブランドの確立 

○歴史に根差した文化芸術の振興 

○広域観光ネットワークの形成 

国内外に通用する魅力をもち、地域の人々が愛着をもてる 

アイデンティティが確立した「世界に誇れる地域」  

提起された政策課題 目 指 す べ き 姿 

ナゴヤブランドの確立 

豊富な地域資源の 

最大限の活用 

圏域全体で連携した 

広域観光の PR 

・ブランドとなる素材の発掘 

・ブランド認定などの取り組みの実施 

・ナゴヤブランドの意識の共有化 

【歴史】 

・歴史的なまちなみ・史跡・旧街道をいかした観光の推進 

・郷土三英傑等をいかした武将観光の推進 

【文化・芸術】 

・既存の取り組み・イベントの発信力強化（名古屋まつり・にっぽんど真ん中祭り・ 

高山祭・郡上おどり・三河の手筒花火・世界コスプレサミット等） 

・新たな魅力拠点の創出（レゴランド・金シャチ横丁等） 

・文化・芸術の醸成（美術館・あいちトリエンナーレ・文化のみち・なごやめし・ 

伊勢神宮・熱田神宮・富士山（世界文化遺産）等） 

【産業】 

・ものづくりをいかした産業観光の推進 

・「昇龍道」プロジェクトを活用したキャンペーンの拡大 

・外国人目線での魅力プロモーションの発信 

・国際化とＭＩＣＥ（※）の推進 

  ※MICE：広義の国際会議のことで、企業会議（Meeting）、研修旅行（Incentive）、 

国際会議（Convention）、見本市・イベント（Event/Exhibition）をいう。 

・公衆無線ＬＡＮの整備 

取 組 方 向 

世界コスプレサミット 
出典：なごや大須商店街ＨＰ 
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産業技術記念館 
    提供：産業技術記念館 

熱田神宮 
提供：熱田神宮 

 



 

キーワード 発 言 内 容 発言者 

アイデンティティ 

名古屋は、パブリシティが下手なため、実力がほとんど知られていない。名古屋の教育を全国区にすれば、名古屋に縁ができる若い人たち

が増える。（第 1 回本部会議） 

浅井本部員 
芸術的なセンターとしての愛知・名古屋が、人々の人生、幸せとも繋がっていく。名古屋に縁があれば、幸福が手に入るというようなイメ

ージを是非発信してほしい。（第 1 回本部会議） 
まちを歩いただけで何かアイデアが浮かんだり、人生豊かだったり、楽しかったりするような空間や時間を名古屋・愛知が発信するべき。

（第 1 回本部会議） 
中京都のエリアに住むこと、観光やインバウンドを中京都のエリアでやることに関して、名古屋は住みやすく、有望な色濃い物産やコンテ

ンツがありながらも外に打ち出せていないと思う。まずは、この地域のブランディングをやるのがいいと思う。（第 3 回本部会議） 永谷本部員 

東京にいると名古屋・愛知からのメッセージが皆無に近い。中京都の目指すべきシンボリックなものを、いくつか立ち上げて、色々と組み

合わせながら考えていけばいいと思う。（第 4 回本部会議） 浅井本部員 

愛知県の持つ歴史や文化、伝統産業に養われた技術を世界に発信することができれば、魅力ある都市圏のアピールになる。（第 4 回本部会議） 鶴田本部員 

この地域は、これだけ日本に対して貢献をしている地域なのに、非常に印象が薄い。アジアから見た日本の魅力としては「食」もあるので、

名古屋めしも押し出しつつ、「食」を集めた大きなイベントをしてもいいのではないか。（第 4 回本部会議） 永谷本部員 

この地域の特色やアイデンティティを明確にアピールし、目標を提示しなければ、構想の中身が伴ってこない。世界にアピールする際のポ

イントは、この地域の豊かさを象徴する製造業の力と技術力の高さ。これを抜きにして、この地域の目標設定や将来の発展は、基本的にはな

いだろう。（第 4 回本部会議） 
浜本本部員 

成長戦略 

政府は、成長戦略を担うのは大都市としている。名古屋圏が真のエンジンであると言われる一方で、名古屋は都市魅力のランキングの対象

にすらならない。名古屋の魅力をどのように訴えていくかだ。（第 1 回本部会議） 奥野本部員 

インバウンドの促進に向け、トップセールスや海外メディア向けの情報発信強化など、県・市一体となって戦略を立て、リードしていただ

きたい。（第 1 回本部会議） 木村本部員 

新たなサービスと雇用を育む観光の振興が必要。中小企業の持つ機敏性や、個性的できめ細かなサービス活動は、日本の文化と伝統ととも

に、大いに喜んでいただけると思っている。（第 1 回本部会議） 鶴田本部員 

国内市場の縮小が懸念される中、中国等アジアからのインバウンド促進による内需拡大が非常に重要で、魅力ある都心づくりとあわせて、

観光振興に今まで以上にしっかりとした体制をつくり、取り組んでほしい。（第 2 回本部会議） 木村本部員 

文化・歴史・芸術 

歴史や文化には、核となる拠点が必要。歴史の史実に基づくものでないと、他には真似のできない「本物の」魅力は生まれない。（第 1 回本

部会議） 
安田本部員 

人が集まるということであれば、金シャチ横丁が一番のポイントになる。独自性のある、例えば芝居小屋をつくって、全国の地芝居の団体

を呼んでくるといい。それぞれの地元の特色をよく捉えて、どう伸ばしていくか、どう活用していくかが大事。（第 2 回本部会議） 
名古屋も昔から芸どころとして有名で、これを世界にアピールする。市民も参加でき、文化の香りがする中京都とすることもひとつの考え

である。（第 2 回本部会議） 鶴田本部員 

都市は可能性だと若いときに思っていた。何者でもない少年、青年が、いつの日か何か自分の志を果たしたい、そういう思いで都市を目指

す。日本だけではなく、パリもニューヨークもロンドンもそれぞれそんな人たちが集まって、文芸・文化を創ってきた。（第 2 回本部会議） 浅井本部員 

観光・イベント 

中部広域圏については昇龍道に注目している。鳥羽から能登半島まで、ひとつの広域圏があるというイメージが、少しずつ出来ていくよう

な気がする。これをきっかけに、いろんな取り組みが始まればよいと思っている。（第 3 回本部会議） 奥野本部員 

長期の目標として、名古屋や中京都でオリンピックを開催することを考えてもいいと思う。計画は 25 年や 50 年のスパンで考えるものであ

り、いずれはアジアにまた順番が回ってくる。（第 4 回本部会議） 井沢本部員 

魅力創造・発信の観点からも、次世代に向けたまちづくりや働く環境の整備をしていく必要があるし、誰もが知っているイベントを開催す

ることも今後重要ではないか。（第 4 回本部会議） 永谷本部員 

参考資料 本 部 会 議 で の 主 な 発 言 要 旨 
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